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1　は　じ　め　に

多年生の水田雑草アギナシ（5αg如αrfααg∽αぶんi

MAKINO）は．これまでは重要な雑草として取り上げら

れることはなかったが，近年，秋田県の中央部地域の水田

で発生が増加傾向にあり，早急な防除方法の確立が望まれ

ている。そこで，効果的な防除方法確立のための基礎的知

見を得るため，球茎及び越冬芽から発生した植物体の生長

過乱及び球茎の萌芽を球茎から発生した植物附こ対する

3種顎の除草剤の効果に関して調査した0

2　試　験　方　法

試験に供試したアギナシの球茎及び越冬芽は，すべて東

北農試水田利用部内の試験圃場で採集したもので，圃場で

越冬，又はビーカー内の湛水土壌中に埋没し10℃で貯蔵し

て休眠覚醒させた後に用いた。

（1）7ギナシの生長

1988年秋に採集し，10℃で貯蔵した球茎及び越冬芽を，

1989年6月3日取り出して25／15℃水没条件で萌芽させ，

あらかじめ施肥・代かきし．水稲品種「トヨニシキ」の稚

苗を9株移植（株間20cm．正方形植え）した60cmx60cmの

コンクリートポットに，6月19日，ポット当り各4個体，

水稲の株間に移植した（施肥：N．P，K各2・9g／ポッ

ト）。球茎は外観の大きさから，L（球茎生垂50～40喝／

個）及びS（同10－5曙／個）に分けた。移植後経時的に

ァギナシの草丈及び葉令を調査した。

（2）除草剤の効果

除草剤はすべて粒剤を用い，ペンスルフロンメチルは

0．25％，ビラゾレートは10．0％，ベンタゾンは11・0％含有

のものを供試した。処理時期の基準としたアギナシの彙令

は，長さ3cm程度の線形葉を第1葉として数えた0

1／5000aワグネルポットに球茎を20～30拉ずつ播種し

て代かきを行い．ガラス室．雨よけハウス．30，25及び20

℃のファイトトロン内で水深1－3cmで管理し，アギナシ

の発生前，発生始，2劉軋4糞期，6糞期及び8薫期に

各除草剤を処理した（各2ポット）。ただし，アギナシ球

茎の萌芽が30℃では劣ることから，30℃及び20℃で行った

試験は．播種・代かき以後7日間ポットを屋外に置いて萌

芽を促進した。殺草効果の観察は適宜行い，乾物垂は処理

後30日目に測定した。

3　試験結果及び考察

11）アギナシの生長

ァギナシの葉形は生育に伴って，線形糞からへラ葉，矢

尻葉へと変化するが，へラ糞以上の彙令の進行は越冬芽が

最も速く，球茎では大きいものからの植物体ほど速かった

（図1）。しかし，いずれの植物体も第6～7葉目から矢尻

彙となり．したがって，ヘラ糞の総数は球茎の大きさに

関わらず5～6枚であった。

草丈は常に，越冬芽＞大きい球茎＞小さい球茎の順に長

かったが，小さい球茎からの植物体の草丈の伸長は－初期

には緩慢で後期は急速であった。

ァギナシの彙令と葉形との関係に関して，伊藤は水田か

ら採集した植物体を調査し，線形糞は第1彙～第5鼠へ

ラ糞は第4彙～第15糞，矢尻葉は第7糞以上とした1’が，

ここでの結果はこの範囲内にある。しかし，越冬芽や球茎

の大きさに関わらずおおむね一定した葉令と斐形との関係

を示したのは，生育条件として安定しているポット条件で

の調査結果のためであろう。
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図17ギナシの彙令の進行

注．1989年6月3日回収。

（2）除草剤の効果

1）球茎の萌芽に対する影響

各除草剤を発生前に処理したポットでは，対照区と差が

なく発生が認められ，供試した除草剤はいずれも球茎の萌

芽自体には影響を及ぼさなかった（表1）。
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表1アギナシ球茎の出芽＊に対する除草剤日の
影響

ガ ラ ス 室 雨 よ け ハ ウ ス

対　　　 照　　　 区 】00 ，0 1 0 0 ．0

ペ ン ス ル フ ロ ン メ チ ル 9 9 ．3 9 7 ．6

ビ　 ラ　 ゾ　 レ　 ー　 ト 9 7 ．7 1 0 0 ．0

ベ　 ン　 タ　　 ゾ　 ン 9 6 ．8 1 0 0 ．0

注．＊：出芽率（％）

榊：発生前にそれぞれ製品300g／aを処理。

2）球茎から発生した植物休の生長に対する影響

結果を表2，図2及び図3に示した。

ペンスルフロンメチルの効果は，生育停止として認めら

れ，その後妻身から褐変し枯死に至った。効果は．発生前

から4彙期処理で高く，6～8葉期処理でも生育停lL糞

身の褐変がみられ．一部の個体は枯死した。また．6葉期

処理では薬量増加の効果が認められた。低温条件で効果が

劣ったが，いずれの処理時期においても生育は停止してお

り，効果は認められた。

ビラゾレートの効果は展開中の菓及び新しく抽出した藁

の自化として認められ，処理時に既に展開していた葉はそ

の後褐変し，枯死に至った。効果は．発生前から2彙期処

理で高く，4～6葉期処理では変動し，8薫期処理では再

生がみられた。また．低温では効果が劣った。

ペンタゾンの効果は葉身の褐変から枯死として認められ

表2　処理時期と除草剤の効果（観察）

た。効果は発生前から6葉期処理で高く，8糞期処理では

再生がみられた。低温条件では効果の発現に長期間を要し

たが枯死した。
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図2　処理時期及び処理量書と除草剤の効果

注．25‘Cファイトトロン，1990年4月15日

播種・代かき。
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図3　温度条件と除草剤の効果

注．1990年5月17日播種・代かき。
各除草剤とも製品300g／aを処軋
グラフは図2と同じ。

処　理　時　期　　　発生前　　発生始　　2　輩期　　4　彙期　　8　糞期

処理後　日　数　　　　　69　　　　　64　　　　　52　　　　　58　　　　　40

ペンスルフロンメチル
生育停止
（0．5）

ビ　ラ　ゾ　レ　ー　ト　　枯　　死

ベ　ン　タ　ゾ　ン　　枯　　死

生育停止
（1．0）

枯　　死

枯　　死

生育停止
（2．0）

褐変～枯死　褐変～枯死

枯　　死　　枯　　死　　再　　生

枯　　死　　枯　　死　　再　　生

注．25■Cファイトトロン（1990．3，23播種・代かき）

それぞれ製品300g／aを処軋
（）内は生存個体の最高葉令。

4　ま　　と　　め

以上の結果，ペンスルフロンメチルは4糞期処理まで，

ビラゾレートは2糞期処理まで，ペンタゾンは6菓期処理

までで効果が高く∴球茎から発生したアギナシの防除に有

効であることが示された。また，2葉期処理では各除草剤

とも処理員を2／3に減量しても効果の低下がみられなかっ

たこと，要に，ペンスルフロンメチルの6葉期処理では処

理虫の増加により効果の増大がみられることなど，実際場

面での防除方法を組み立てる上で参考となろう。しかし，

越冬芽に対する効果や，より条件の変動の大きい開場条件

での調査が今後の課題として残され，早急に検討する必要

がある。
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